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「学習する組織」と内発的データ
ベースへのコメント
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特定非営利活動法人
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活動理論

学習活動：拡張による
学習（エンゲストロー
ム）

集合体や社会で目標とさ
れている活動の前提と
なっている文化的、歴
史的基盤を問い、新た
な前提を創出し、脱構
築していくポストモダニ
ズムの実践活動
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人間の固有の活動を集合流として
捉える

ルール 分業
集合体

主体 対象→結果

道具
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脱構築活動の構造

対象→結果

対象：従来の活動

結果：新しい活動

脱構築的創造
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学習活動の契機

脱構築の直接的契機－３つの顕在的矛盾の生起

１．頂点間に顕れる矛盾

（例：過度に単純作業に分化した生産現場と、多機能の
進んだ高度支援ツールの導入）

２．特定の活動カテゴリの伝統的、支配的活動と、新し
い周辺活動の間に顕れる矛盾

（例：伝統的な学問の自由、研究の自由で育った大学研
究者活動と、法人化により外部資金獲得を奨励する
大学幹部）

３．カテゴリーを異にする活動間に顕れる矛盾

（例：規制強化で文書作成に追われ、肝心の職務の現
場巡視点検に齟齬が生じる）
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矛盾から脱構築への発展の道

ダブルバインド突破の道

（矛盾が新たな創造へのエネルギー）

１．ミクロコスモス活動（前衛的活動）

２．モデリング（典型、分類、線形因果モデル、システ
ムモデル、自己組織モデル）

３．スプリングボード（火事場の馬鹿力）
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「内発的データベース」の開発

学習活動の道具として使用できる「モデル」の開発
職場（あるいは組織）メンバーが、互いの失敗やヒヤリハット経験から、な
るべく多くのことを学習できるための「内発的データベース」の開発
その特徴－完成度の高い、網羅的かつ汎用的なデータベースを目指す
のではなく、職場（あるいは組織）メンバーが自らのために自ら作成し、自
ら実際に活用できるデータベース
一見稚拙にも見える構造・内容のデータベースであろうとも、職場（ある
いは組織）メンバーが「自分たちのデータベース」であるという認識を持ち、
メンバーが内発的に作成し、実際に活用するデータベースを目指す
そこでは、データベースの中味もさることながら、メンバーがデータベース
をどのように作成・活用していくか、そのプロセスも検討する
自律的活動が陥りやすい独善性、排他性防止のための外堀的情報とし
て、公開されている事故・トラブル情報の背後にいかなる集団・組織要因
が存在するかを探り、職場や組織にビルトインすべき学習活動の方向性
を検討する
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３年間の研究計画

初年度－既存研究・既存データベースの調査を行いつつ、
内発的データベースが満たすべき要件についての検討を開
始し、試行錯誤的にそのデッサンを試みる

第２年度－第１年度に試作の内発的データベースを現場使
用が可能なように発展させ、現場模擬の試用実験を行って
当該システムを職場や組織に導入する際の有効なプロセス
について、ある程度の結論を出し、実際の職場や組織の事
例に即して具体例を提示する

第３年度－現場研究の成果と総合する形で、職場や組織に
ビルトインすべき学習活動の道具として、内発的データベー
スをいかに位置づけるか、その内容・導入プロセスを含めて
具体的かつ実践的な提言を行う
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内発的データベースの開発

既存の失敗学的データベースの検討と基本構想
（作田 博／石井裕剛）
「失敗学」的データベースに関わる既存研究・既
存データベースの研究調査を行い、内発的
データベースの基本デッサンを行う

公開事故・トラブル情報と組織要因の関連の検討
（丹羽雄二／日比野愛子）

原子力施設情報公開ライブラリー（ＮＵＣＩＡ）の
提供情報をデータマイニング分析して当該方法
が、公開されている事故・トラブル情報の背後
にいかなる集団・組織要因があるかをあぶり出
す上での発見的効果を検証する
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本研究メンバーによる先行研究
－双方向リスクコミュニケーションへの
NUCIA情報の活用－

NUCIAの目的

・原子力トラブル情報の事業内だけでなく、産官学、一般社会へのインタネットによる公開
・トラブル未然防止活動の強化
・原子力運営の透明性向上、国民全般の信頼確保

一般社会への情報公開に望ま
れること

専門家間の情報共有に望まれ
ること

分かりやすい
興味を引く

専門性が高い
詳細で正確で
ある

NUCIAの原情報を加工して、原子力従事者と一般公衆の間に

議論（リスクコミュニケーション）の創生のきっかけを与える
リソース情報のインタネット配信

双方を満たす
のは難しい
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本研究メンバーによる先行研究
－双方向リスクコミュニケーションへの
NUCIA情報の活用－

原子力従事者

NUCIA
特定電力、プラントの特定の

事故・故障情報

一般大衆

今回の事故は
結局どんなものか、
最悪どんなになる？ 原発はわからないので事故は

どうなっていくのか危ないのか
どうか手っ取り早く知りたい

今回の事故はこっちの
方と関係があるの？
ないの？

電力大の事故・トラブルの傾向、
どんな原因でよくトラブルのか、
効果のある対策を知りたい

シンプルなプラントモデルで
事故進展の定性推論（MFM)

結果のアニメ表示

NUCIA中の大量データの

バスケット分析でトラブル傾向の
文脈を読みとり、配信

対話の創生、リスク認知の共有、
予防保全活動への反映
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内発的データベース創生への期待

プラントでの日常作業のヒヤリ・ハット事象からの体
験を、ＮＵＣＩＡでの類似事象の分析とも関連づけな
がら行う根本原因分析の作業を、ＪＳＴ失敗知識
データベースのような「原因」、「行動」、「結果」の
「まんだら」で失敗を分類しながらシナリオを表現し、
現場が有効に活用し、無意識な安全意識を醸成す
るに資する日常活動を支援するツール創出を指向
している。
人々には自尊心がある。マズローのいう高邁な欲求
達成に向かって、主体的に自律的に絶えず前向き
に取り組むという、達成感のあるプロセス創生につ
ながる成果を期待している。
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組織 職務／環境条件 個人

プロセス

文化的要因

良き実践要因
・安全面
・組織管理面
・手順面
・技術面
・訓練

過誤を惹起する
条件

違反を惹起する
条件

違反

過誤

事故発生
と

危機対応

引金となる要因

事前的なリスクの分析

防壁

●ニアミスの自己申告システム

●現場人員による恒常的モニタ
ーシステム

事後的なリスクの分析

組織内の安全文化醸成活動（リーズン）

常に創造的に学習する組織へ！
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組織の安全文化を醸成する上での
４つの着眼点の例示

危険認識、安全優
先、規則遵守

作業規則の見直し・徹
底、

作業前のリスク抽出・
対策

組織、現場の問
題点把握

アウエアネ
ス

能力・技能の伸張、
良好な人間関係

新たな課題への挑戦、
個人的問題への対処

表彰、報酬、正当
な評価

モチベーショ
ン

不都合情報の報
告姿勢、上司を含
めた日常的なコ
ミュニケーション活
発化

問題点共有の話し合い現場とのコミュニ
ケーション促進

コミュニケー
ション

安全活動への積
極的関与

問題点への迅速な意
思決定

安全重視、積極
的取り組み

コミットメント

従業員層管理層経営層



平成１８年１２月５日 15公開ワークショップ「学習する組織への変容」

最近の動き
原発安全のＱＭＳ活動への
根本原因分析導入の民間規格化

通常の不適合管理 類似不適合の分析

スクリーニング

根本分析

根本原因に対する是正処置の決定・実施

不適合管理と根本原因分析

分析対象の決定

背後要因の連鎖の明確化
根本原因の明確化根本原因

分析
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最近の動き
原発安全のＱＭＳ活動への
根本原因分析導入の民間規格化

マネージメントや仕組み、組織的要因の視点から不
適合の背後要因を分析し、その根本的原因を除去
することにより、起こりえる不適合の発生を防止

経営者の責務として根本的分析実施への責務を規
定

－当該活動の積極的推進と資源の確保

－当該活動従事者の不利益保護と客観的評価活動
可能な環境整備

－Ｎｏ blame cultureの醸成

－協力会社を含め、分析チームに調査権限を付与
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最近の動き
原発安全のＱＭＳ活動への
根本原因分析導入の民間規格化

背後要因（マネージメント要因、組織、仕組み上の要因）

機能を果たさぬ
マネージメントシステム

機能を果たさぬ
マネージメント行動

機能を果たさぬ
現場行動

事象発生の技術的・プロセス的問題

事象の発生

緩和させた要因

更に悪化させた要因

その結果何がもたらされたか

事象発生に
至る

要因の連鎖
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最近の動き
原発安全のＱＭＳ活動への
根本原因分析導入の民間規格化

外部環境、作業環境、職場環境、機器の使用環境環境

事象の要因は気づかれていたかどうか外部評価と自己評価

未然防止活動の問題、バリア、良好な取り組みとの
比較

学習する組織

戦略、リスク予測、業務計画、計画実施とそのフォ
ロー、安全評価、計画変更、管理の変遷

計画と管理

責任と権限上の問題、その変遷、インタフェース責任と権限

QMSなどの仕組みの問題仕組み

組織の戦略、資源配分、計画決定、本店と発電所の
関係

組織とマネージメント

説明項目
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最近の動き
原発安全のＱＭＳ活動への
根本原因分析導入の民間規格化

問題発生時の判断のありよう、コミュニケーションを
含む人間関係のような組織の文化や風土のような
要因

文化・風土に
着目

ヒューマンエラーを起こしうる人間特性、ヒューマン
マシンインタフェース、コミュニケーション、作業環境
等の要因

ヒューマンエ
ラーに着目

事象発生防止に講じていた物理的、管理的バリア
はどのように設定されていたか、なぜ破られたか

事象を防止す
るバリアに着
目

通常時と事象発生時で何が相違していたか

想定と実事象との差違は（１H６W）

そのインパクトは

文化や差異に
着目

説明着眼点
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まとめ

民間規格として根本原因分析の取り組みの
枠組みを与える作業が進んでいる

本プロジェクトでは、こういった枠組みに適合
し、実際の個々の現場の人々が、やりがいと
使命感をもって日々の品質向上活動に役立
つような具体的な方法の提起が望まれる。


